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福岡市博物館  
 

福岡市博物館では、歴史、考古、民俗、美術の各分野の学芸員が、さまざまなテーマを設け、博物館資料
や館外の文化財を展示しています。このたび、下記の企画展を開催いたしますので、ぜひご取材いただきま
すようお願いいたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 庚寅銘大刀、なにがすごいの？を解説します 

  大刀は、『日本書紀』の時代の暦の使用例として、 

  また、高い技術力によって文字が金
きん

象嵌
ぞうがん

されていることが注目されます。 

国内古墳出土の金象嵌銘刀剣は、埼玉県の「辛亥
しんがい

銘
めい
鉄
てっ
剣
けん
」など三例ほどしかありません。 

 
 古墳時代以前の文字資料を紹介します 

  筆運びが意識されているような整った文字にも注目が集まる庚寅銘大刀。 
今回は市内出土品の中から、同時代やそれ以前の「文字資料」を展示し、 
まだ日本で文字使用が普及していなかった頃の文字を紹介します。 

 
 大刀と同じ古墳からみつかった遺物も展示します 
  大刀が出土した元岡 G- 6号墳（福岡市西区元岡）からは、 

ほかにも国内最大級の古墳時代の銅鈴などもみつかり、 
大刀とあわせて国の重要文化財に指定されています。 
今回は主要な遺物をピックアップし展示します。 

■お問い合わせ先 福岡市博物館 学芸課：佐藤・杉山 TEL 092-845-5011 FAX 092-845-5019  
 
 

【開催概要】 

・会 期  ：令和６年７月 2日（火）～1０月６日（日） 
・場 所 ：福岡市博物館 2階 企画展示室４ 
・時 間 ：9時 30分～17時 30分（入館は 17時まで）※夏休み期間は開館延長あり 
・休館日 ：月曜日（月曜日が休日の場合は翌平日休館） 

※８月 12日（月・休）～15日（木）は開館し、８月 16日（金）は休館 
・観覧料 ：一般 200（150）円 高大生 150（100）円 中学生以下無料 

※（ ）内は 20人以上の団体料金、料金は常設展示室・企画展示室共通 
          

 
 

福岡市博物館 夏の企画展 

「庚寅銘大刀」 
西暦 570年を示すとみられる文字が記された市内出土の「庚寅銘大刀」は、2019年に国の重要文化財
に指定されました。指定から 5年、関連の出土資料等とあわせてこれまでの研究成果を紹介します。 
約 点 庚寅銘 ど 感 だ  

 

こう  いん めい  た  ち 

 

「庚寅銘大刀」展ポイント 3選 


